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市
長
在
職
８
年
間
を
振
り
返
っ
て
の

実
績
と
課
題
は
。

　
　

新
庁
舎
の
完
成
や
島
原
道
路
の
有
明

瑞
穂
間
の
事
業
化
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

事
業
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
人
口
減
少
問

題
で
は
、
総
合
戦
略
の
各
施
策
に
取
り
組

み
、
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
移
住
、
定
住
、

婚
活
を
推
進
し
て
き
た
。
道
半
ば
の
も
の

も
あ
る
の
で
、
再
度
検
証
し
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
発
展
の
た
め
に
全
力
で
推
進
し
た

い
。

　
　

も
し
点
数
を
つ
け
る
と
し
た
ら
、
何

点
く
ら
い
と
思
う
か
。

　
　

自
己
採
点
は
65
点
か
ら
70
点
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

　
　

今
後
４
年
間
で
最
も
力
を
入
れ
た
い

分
野
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
か
ら

市
民
の
命
と
生
活
を
守
り
、
安
心
を
届
け

る
こ
と
が
最
大
の
使
命
で
あ
る
。
ま
た
、

足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
の
推
進
や
厳
し
い

現
状
に
あ
る
漁
業
者
の
支
援
、
古
民
家
を

活
用
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
イ

オ
ン
島
原
店
の
再
開
発
に
伴
う
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

日
本
一
の
自
主
防
災
会
の
組
織
化
に
力
を

入
れ
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便

性
向
上
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
に
よ
る
共
生
社
会
と

ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
都
市
の
実
現
を
目
指

す
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
縦
割
り
行
政
の
打
破

に
も
力
を
入
れ
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
事
業
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

　
　

事
業
継
続
支
援
金
は
１
０
６
９
件
で

１
億
９
８
６
２
万
６
千
円
、
宿
泊
事
業
者

事
業
継
続
支
援
金
は
16
件
で
１
８
８
４
万

円
、
出
前
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
支
援
事
業
は

登
録
97
店
舗
に
２
８
１
２
万
８
千
円
の
補

助
金
を
支
給
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

登
録
３
６
９
店
舗
か
ら
１
億
７
９
５
７
万

３
千
円
の
換
金
が
あ
り
、
お
気
持
ち
を
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
事
業
で
は
食
事
券
を
２
万
冊

完
売
し
、
１
万
７
１
０
冊
の
追
加
販
売
の

予
約
を
受
け
付
け
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
地
方
（
島
原
）
創
生
に
つ
い
て

◇
道
路
行
政
、
福
祉
行
政
、
教
育
行
政

　

に
つ
い
て

　
　

日
本
一
の
自
主
防
災
組
織
、
雲
仙
・

普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎

え
る
中
、
組
織
の
再
編
成
の
現
状
と
今
後

の
取
組
、
課
題
は
？

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
組
織
の
再
編
成
を

進
め
、
安
中
地
区
に
続
き
４
月
か
ら
白
山

地
区
の
再
編
を
予
定
。
今
後
、
南
島
原
市

と
の
合
同
避
難
訓
練
や
４
地
区
合
同
の
避

難
訓
練
、
研
修
会
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、

顔
の
見
え
る
関
係
の
再
構
築
、
機
能
的
で

実
行
力
の
あ
る
日
本
一
の
自
主
防
災
組
織

を
目
指
す
。

　
　

台
風
10
号
の
避
難
状
況
と
運
営
上
の

問
題
点
は
？　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
同
伴
に
対

す
る
柔
軟
な
受
け
入
れ
態
勢
と
体
育
館
に

は
空
調
設
備
が
な
く
、
校
舎
の
利
用
は
で

き
な
い
の
か
？

　
　

台
風
10
号
で
は
、
２
千
名
を
超
え
る

市
民
が
避
難
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
間
仕
切
り
を

使
っ
た
避
難
所
運
営
を
行
い
、
適
切
に
対

応
で
き
た
と
思
う
。

　

ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
部
と
い
う
人
が
多

く
、
協
議
し
て
い
る
が
、
適
応
す
る
避
難

所
が
ま
だ
な
い
た
め
、
引
き
続
き
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

体
育
館
な
ど
空
調
設
備
が
な
い
避
難
場

所
も
あ
る
の
で
、
活
用
で
き
る
と
こ
ろ
は

活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　

消
防
団
の
現
状
と
管
轄
区
域
に
つ
い

て
、
噴
火
災
害
前
後
の
居
住
区
の
変
化
に

合
わ
せ
た
見
直
し
が
必
要
で
は
？
ま
た
、

消
防
団
詰
所
と
消
防
車
両
の
更
新
計
画
に

つ
い
て
は
？

　
　

管
轄
区
域
の
見
直
し
は
、
平
成
15
年

に
消
防
団
組
織
の
充
実
・
強
化
を
目
的
に

旧
島
原
市
で
22
分
団
か
ら
16
分
団
へ
変
更

し
た
。
更
新
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
度
ま

で
は
車
両
を
優
先
し
、
そ
の
後
、
詰
所
の

改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

島
原
城
築
城
４
０
０
年
実
行
委
員
会

設
置
か
ら
２
年
を
経
過
し
、
事
業
の
進
捗

や
問
題
点
は
？
市
民
参
加
型
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
で
決
ま
っ
て
い
る
も
の
は
？
築
城

４
０
０
年
を
境
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
島

原
市
に
な
れ
ば
成
功
な
の
か
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

　
　

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
で
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
が
、
築
城

４
０
０
年
の
令
和
６
年
度
に
向
け
広
く
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
を
募
集
す
る
な
ど
多
く
参

画
し
て
も
ら
い
、
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を

再
認
識
し
、
郷
土
愛
を
育
み
後
世
へ
伝
承

す
る
機
会
と
な
る
事
業
を
考
え
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
ホ
テ
ル
旅
館
の
避
難
所
と
し
て
の
利

　

用
に
つ
い
て

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

の
事
業
効
果
と
今
後
の
経
済
対
策
に

　

つ
い
て

◇
コ
ロ
ナ
禍
で
の
成
人
式
の
取
り
扱
い

　

に
つ
い
て

◇
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
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 ほんだ　 ひでき

本多 秀樹議員

庶民の会

 ほんだ　まつひろ

本多 松弘 議員

 

コ
ロ
ナ
対
策
と
観
光
の
振
興

 

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

Q QAA

QAA

Q
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
伴
う

 
支
援
措
置


